
伊豆道の駅ネットワーク

＜提案の先駆性・ポイント＞ ＜実施内容＞

○伊豆全体の情報発信拠点となる｢伊豆ゲートウェイセンター函南(仮称)｣を整備
○インバウンド観光の促進(外国人案内所登録、免税店登録、対応マニュアル等)
○伊豆が一体となった観光情報の発信（Webアプリ、外国語対応）
○道の駅、駅内情報提供施設への誘導方策改善（ｹﾞｰﾄｻｲﾝ、大型ﾏｯﾌﾟ等)
○道の駅及び周辺の体験型観光の情報発信（リーフレット等）

静岡県伊豆地域（７市６町）

●豊富な観光資源
伊豆地域は、豊かな自然による風光明媚な景観と、文学や歴史、グルメや
富士山を望めるロケーションなど多様な観光資源が豊富に点在

■ネットワーク化：道の駅及び県・7市6町の行政及び観光協会、国交省等の連携
■インバウンド観光：外国人案内所等の設置を進めるとともに、外国人への連携

対応、ノウハウ共有で、圏域としてのインバウンド対応力を強化
■観光総合窓口：伊豆全体の観光情報を地域協働により収集し、道の駅を核とし

て発信することで、周遊観光の推進による圏域の競争力を強化

一体的な情報ＰＲ

伊豆半島の周遊を促進

地域協働により地元ならではの旬な
情報を収集し、情報をパッケージ化

周遊促進

統一的な情報発信手法の確立

連携による外国人対応

ネットワーク効果のイメージ

・協議会を活用した情報の
共有化、マニュアル等を
活用したノウハウの共有化

・高度な外国人対応が可能な
道の駅による支援

道の駅にて地域情報
や他の道の駅情報を
発信

【伊豆の魅力向上】 市町ごとにバラバラの観光情報を一体的に情報発信（伊豆半島全域の多様な観光資源をPR)
【外国人対応力強化】 既存・新設のビジット・ジャパン案内所との連携による機能補完や、既存駅とのノウハウ共有

情報発信・地場産
品販売による地域

活性化・防災拠点
機能を兼ね備えた
道の駅を整備

●情報発信拠点の整備
伊豆半島の道の駅の玄関口に立地する「道の駅函南」において、伊豆全体の
情報発信拠点となる「伊豆ゲートウェイセンター函南（仮称）」を整備

〇伊豆半島の玄関口にあたる道の駅函南(仮称)に伊豆全体の情報発信拠点となる｢伊豆ゲートウェイセンター函南(仮称)｣を整備

〇 伊豆半島内にある8駅(計画中含む)の道の駅を｢ネットワーク化｣し、地域の多様な観光情報を道の駅を起点に一体的に発信す
るとともに、外国人対応等を各駅が連携(機能補完)して行うことにより、伊豆半島圏域の周遊観光を促進し観光競争力を強化

真っ白な砂と青い海の
下田の海岸

菜の花とのコントラスト
が美しい河津桜

ミシュランガイド２つ星を
獲得した修善寺

地域各所で楽しめる
富士山の眺望

イメージパース

道の駅 函南（計画中）

●道の駅のﾈｯﾄﾜｰｸ化 『相乗効果』を発揮

＜地方創生拠点としての機能＞

ゲートウェイ型
インバウンド観光

訪日外国人誘客による世界ブランド化

観光総合案内
ネットワークを活用した観光情報の発信

駅名 都道府県 設置者 路線 新設/既設 設置年度 種別

①伊東マリンタウン 静岡県 伊東市 国道135号 既設 平成14年 単独

②開国下田みなと 静岡県 下田市 国道135号 既設 平成15年 単独

③天城越え 静岡県 伊豆市 国道414号 既設 平成10年 単独

④伊豆のへそ 静岡県 伊豆の国市 国道414号 既設 平成17年 単独

⑤花の三聖苑伊豆松崎 静岡県 松崎町 県道15号 既設 平成7年 単独

⑥下賀茂温泉湯の花 静岡県 南伊豆町 国道136号 既設 平成21年 単独

⑦くるら戸田 静岡県 沼津市 県道18号 新設 平成26年 単独

⑧（仮称）函南 静岡県 函南町 国道136号 新設 計画中 単独

かんなみ

重点「道の駅」


